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科学の進歩と、人々の幸せと。 

その探求にこそ、私たちの進むべき道はある。 

あくなき前進に不可欠なのは、 

学問や研究分野、組織の垣根を超え、あらゆる知と技術とを融合させること。 

一人一人の個性や想いを尊重し、豊かな人間性と創造の文化を育むこと。 

より良い未来への変化を導くため、自らを意欲的に変革し続けること。 

世界を切り拓く先駆者として、

社会とともに新たな価値を創造し、 科学の可能性を拡張する。 

科学の進歩と、人々の幸せと。 

2024年10月、東京医科歯科大学と東京工業大学が統合し、

新たに東京科学大学が誕生しました。
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山口　なぜ「理工学と医歯学が融合する大学」を設立す

ることになったのでしょうか。その理由について、理事

長と学長にお尋ねしたいと思います。

田中　まず、医学の世界というのは、競争が激しい割に、

大きなインパクトを生み出しにくいという特徴がありま

けを行う機会があり、そこで「目の前の患者さんを治療

することも重要だけれども、新たな病気やそれに必要な

治療法なども同時に考えていってほしい」という話をし

ました。しかし、実際の病院の現場を見てみると、もの

すごい数の患者さんが来院してきていてそれどころでは

なかった。そのとき、「もっと基礎体力をつけて、余
裕のある大学にならないといけない」と感じたのです。

そこで、「理工学系の大学なら、医学のフィールドを広

げてくれるだけでなく、一緒になって大きなインパクト

を生み出そうとしてくれるのではないか」と考え、四大

学連合でつながりのあった旧東京工業大学に統合のお話

を持って行くことにしました。

大竹　「理工学と医歯学が融合することで、お互い
の大学の視野が広がる」というのは、本当にその通
りだと感じました。実際、現在の Science Tokyo では、

語学の授業を受ける場合、その受講者の中には必ず理工

学系と医歯学系の学生がそれぞれ入ることになります。

このような環境であれば、お互いの専門分野の話を聞く

機会が自然と増えていきますし、自分と違う専門性を持っ

た友だちをつくる機会も生まれていきます。そういった

学術的な広がりや、人としての広がりを生み出すこ
とができるのは、非常に大きなメリットだと考えます。

山口　その一方、「理工学と医歯学が融合することで、

かえって専門的な学びや研究ができなくなってしまうの

ではないか」と不安に思う受験生も少なくないのではな

いかと思います。その点は、いかがでしょうか。

大竹　私たちが重視しているのは、「学術分野の柔軟性」

です。Science Tokyo では、専門的な学びを深めること

ももちろん可能ですが、柔軟性を生かしてどこまで学
びや研究を広げていくのか、あるいはどこまで限定
するのかを、自分で決められるようにしています。
そのような選択ができることは、大学のあり方や今後の

科学の発展を考える上でも重要な部分になると思います。

田中　また、学生というのは、多様性を持つ存在です。

しかも、自分自身でも気づいていないポテンシャルも秘

めています。そのため、たくさんの刺激を受けて、その

中で新しい自分のやるべきことを発見したとき、途中で

すよね。近年の医療研究はその傾向が著しく、そのため

どんどん狭い領域に入っていこうとしている印象があり

ました。その一方、例えば工学やデータサイエンスなど

の分野に目を向けてみると、今までなかったような研究

の切り口が新たに生まれてきている。ならば、そのよう
な分野と一緒に研究を行うことで、何か新しい広が
りが生まれるのではないかと思ったのです。

大竹　もうひとつは、コロナの問題ですよね。田中学長

が旧東京医科歯科大学の学長になられた頃、世間はコロ

ナの真っ最中でした。その際、新たな大学の必要性を実

感されたということを以前に伺ったことがあります。

田中　当時、学内の教職員に向けてコロナ対応の呼びか

別の道へ進もうと考えることは当然なことだと言えます。

そういう意味でも、私たちが「そのときになりたいも
のになれる」というような学びや研究のシステムを
用意することは大切だと思っています。

山口　今のお話を伺って、学生のお二人はどのように感

じられたでしょうか。

遠藤　理工学系にいる私の周りの学生たちは、比較
的ひとつの分野に特化しようとしている人が多い印

象があります。でも、田中学長のお話のように、彼らも

今後途中で進む道を変更するということがあるかもしれ

ません。そういうときに、大学から選択する場を提供し

てもらえるというのは、とても心強い気がしました。

為　医学科の場合は、大学に入学した時点から「医師に

なる」という最終的なゴールが決まっている学生が多い

ですよね。でも、将来の選択肢としては、他の分野の研

究者になったり、企業に就職したり、本当はさまざまな

可能性があるはずです。その点、最初からゴールを決め

てしまうのは、もったいないと思う部分があります。と

はいえ、医歯学以外に「本当にやりたいこと」をみつ
けたとしても、実際にその道に進もうとするのは勇
気が必要です。そのようなことを考えると、多様性が

保たれつつも、学生の可能性も最大限に伸ばすことがで

きるシステムというのは、とても魅力的だと感じます。

山口　学生のお二人は、現在それぞれのキャンパスで学

生生活を送っていますが、Science Tokyo になってから

学内で何か変化を感じることはありますか？ 

遠藤　正直なことを言えば、「何かが変わった」とい
う実感はありません。また、私は広報サポーターとい 

 

柔軟性と多様性が、新しい科学を創造する
Special  Talk

「理工学と医歯学が融合する大学」を目指し、新たに設立した Science Tokyo。ここでは山口久美子准教授をファシリテーターに迎え、
本学の成り立ちや、現在学内で進行している新たな取り組みをテーマに、大竹尚登理事長と田中雄二郎学長が学生たちと座談会を実施した。
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??専門性を深める
学びは可能なのか

??両学系の交流は
活性化できるのか
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う学内の仕事をしているので、医歯学系の学生と話をす

る機会もあるのですが、彼らを見ていても両学系の交流

はそこまで進んでいない感じがしています。

為　私も同じような感覚です。大学としては、今後どの

ような部分から変化を起こしていくのでしょうか。

山口　学生のお二人の「統合後、実感を伴う変化はない」

というお話について、理事長と学長はどのようなことを

考えられていますか。

田中　実は、統合を検討する中で、海外の大学における

同じような事例をいくつか調べたことがありました。そ

の中で特に興味深かったのが、「学生たちが交わる接点
から、徐々に学内の変化が起きていく」と書かれた

レポートでした。以来、「両学系の学生たちが自然と交

流できるチャンスをつくることが、私たちの大きな仕事

のひとつ」だと考えるようになりました。来年の新入生

は入学式を合同で実施しますし、4 〜 5 月は学系の垣根
を越えて交流する「大岡山Day」という学びの機会
も展開します。このような取り組みを通じて、今後はさ

まざまな場面で接点が生まれていくと思います。

大竹　また、私と田中学長、教職員のみなさんがフラッ

トにコミュニケーションを行う「タウンホールミーティ

ング」も実施しています。現在、その学生版の実施も検

討していて、近い時期にぜひ実現したいと思います。

田中　ちなみに、遠藤さんは広報サポーターの活動を

行っていますが、今後学生同士の接点を増やしていくた

めには、どのような仕掛けが必要だと考えていますか。

遠藤　学生同士が自然に交流できる状況をつくり出すと

いうことでしょうか。例えば、学生同士で一緒に何かに

取り組めるようなイベントを企画して、その中にサーク

ルや部活動なども巻き込んでいく。そうすれば、学生た

ちの中で「一緒に活動していこう」という気分が盛り上

がっていくような気がします。

為　だとしたら、「理事長杯」「学長杯」のような大会や

イベントなどができたら、面白そうですね。

 

います。また、近年新たな研究組織として「未来社
会創成研究院」も設立しました。この研究院では、こ

れからの「ありたい未来」を考え、その理想と現実の間

にあるギャップの中に研究テーマを探していきます。多

岐にわたるテーマを包括していくため、理工学、医歯学

はもちろん、人文社会科学の視点などにもアプローチし

ていく必要があります。そのような観点では、非常に画

期的な取り組みになっていくと考えています。

山口　今日のお話を振り返って、学生のお二人はどのよ

うなことを感じたのでしょうか。

遠藤　あらためて感じたのは、Science Tokyo が可能性

に満ちている場所だということです。特に、統合を通じ

てさまざまな人たちが交流できるようになった今、その

多様な価値観の中でしっかりと自分を洗練させて、成長

していきたいと感じました。

大竹　私自身も Science Tokyo の一番の良いところは、

その多様な価値観がある部分だと考えています。そのよ

うな環境の中で自分とは違う価値観の友だちをつくっ
て、お互いの考え方を理解できるようになることは、
人生においても重要な経験になると思います。

為　私は今回座談会に参加させていただいて、「Science 

Tokyo の先生は、本当にやさしい」という印象が強まり

ました。あと、大竹理事長も田中学長も、学生以上に柔

軟な考えをお持ちだったのが印象的でした。

田中　そう思われたのは、きっと理事長も私も「学び続

ける」ということを大事にしているからなのだと思いま

す。お二人も、学生生活を通じて周りの学生たちの優れ

ている部分からたくさんのことを学んで、積極的に自分

に取り入れていってほしいと思います。

山口　最後に、受験生へメッセージをお願いします。

大竹　“Science Tokyo” という名前を持った大学なので、

まず「科学が大好き」であることがとても重要だと

思います。中でも「科学の力を生かして、未来を追求し

ていきたい」という思いを持った人には、実りのある学

びが広がっていると思います。また、これは在学生にも

言えることですが、たくさんの本を読んでいることも
大事だと思います。特に、歴史や哲学のような深い知性

を養える読書をたくさん経験してほしい。私はそのよう

な経験を積み重ねた結果こそが人生だと感じています。

ぜひそのような観点を大切にしてほしいと思いますね。

田中　私は自分を高められたり、「何かを成し遂げた
い」と考えたりする志の高い人に、ぜひ入ってきてほ

しいと思います。あとは、抽象的な言い方になりますが、

善悪の判断基準を持っている人。仮に「研究を通じて、

科学を追求していきたい」といっても、その力が悪い方

向に使われてしまったら意味がないですよね。また、「世

のため、人のため」と言っても、それが誤った方向に行っ

てしまったらとんでもないことになってしまう。特に、

現在のような物事の価値観が揺れ動きやすい時代におい

ては、そのような「善悪をいかに捉えるか」が物事を

考える重要な指針になるのではないかと思うのです。

大竹　実際、現在の社会では、“Responsible Research 

& Innovation” が非常に強く求められるようになってき

ています。科学と向き合い、そこから新たな未来を切り

開いていくためにも、そのような責任の意識を大事にし

ていかないといけませんね。

田中　そうですね。特に、このような善悪の価値判断は

若い時代に培われていくものだと思いますので、ぜひ自

分自身を磨き上げてもらえればと思います。

山口　確かに、それはいいですね！　スポーツもそうで

すが、その中に合同吹奏楽コンサートのような文化系の

イベントなども混ぜられたら盛り上がると思います。

為　また、Science Tokyo の大きな特徴は、キャン
パスに個性があるところ。そういう意味では、それぞ

れのキャンパスの魅力を知るツアーを企画できたら、学

生の交流をさらに活性化できそうですね。

遠藤　理工学系の学生が病院内を見学する機会はほとん

どありません。もしそのツアーが実現できれば、さま
ざまな学びを得る大きなきっかけになると思います。

大竹　そういうところを入口にして、お互いの学系に友

だちが増えていくのはとても良い流れだと思います。そ

れこそ田中学長が最初にお話しされていた「狭い領域の

研究」とは違う、「もっと広がりのある研究」が展開で

きるようになるかもしれませんね。

田中　やはり、私たち教職員だけで企画を打ち出すより

も、学生からアイデアを出してもらった方が大学をより

盛り上げられると思います。大学側でしっかりサポート

しますので、これを機にぜひ周りの学生たちを募って

さまざまな企画を考えてみてください。

山口　学内におけるコミュニケーションの施策はすでに

始まっているとのことですが、その一方で学びや研究に

ついてはどのようなことが行われているのでしょうか。

大竹　一番大きいのは、さきほどお話にも出ていた「病
院を活用して、どうやって両学系の連携を深めてい
くか」という点ですね。現在検討している取り組みでは、

両学系の学生だけでなく、例えば他の大学や海外か
らの学生や研究者も入ってくるようなイメージを描
いています。これは遠からず実現すると考えています

ので、ぜひご期待いただければと思います。

田中　その前段階として行っているのが、研究者たちの

異文野融合研究を支援する「共同研究マッチングファ
ンド」です。この取り組みはすでに実施されていて、現

段階で 50 件近くもの革新的な研究が発表されています。

大竹　一方、2025 年 4 月からは、医歯学と理工学が融

合した大学院課程「人間医療科学技術コース」と、学士

課程「医歯理工融合プログラム」もすでにスタートして 

学びや研究の
新たな試みとは??

Science Tokyoが
求める学生像とは??
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圧倒的な処理速度と
世界一の省エネ性能を

併せ持ったスパコン
「TSUBAME3.0」開発
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薄膜トランジスタ
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電気を通さないという
プラスチックの

常識を覆し、
ノーベル化学賞を受賞

これまで両大学は、世界を変えるさまざまな研究成果を残してきました。東京科学大学への入学は、こうした科学の連綿と続く営みに参加すること
を意味します。統合により生まれる、新たな科学の可能性をともに追求しましょう。

国籍・年齢・人種・性別・障害の有無など、あらゆる差異を超え
て、すべての構成員が安心して自らの活動に取り組むことができ
る環境と文化を創り出します。多様な人々が集まり、さまざまな
相互作用を促進することにより、これまでにない新しい価値を生
み出し、すべての人々がウェルビーイングを感じられる社会の創
出を目指します。

イノベーションを生み出す多様性、
包摂性、公平性を生み出す文化 

理工学・医歯学・情報学・人文社会科学など、異なる学問同士の
融合と収れんにより、新たな科学領域を生み出すことを目指しま
す。変化の激しい時代、世界規模の課題が山積するなか、互いに
異なる専門領域を持つ大学だからこそ生まれるシナジーを生か
し、「総合知」にもとづいた科学の進歩と、未知なる社会課題の
解決に貢献します。

部局等を超えて連携協働し
「コンバージェンスサイエンス」を展開 

優れたエンジニアの
育成を目的に、

前身となる
東京職工学校創設

両大学は、理工学・医歯学の領域を中心に卓越した研究成果を残
してきましたが、今後は研究者が自身の興味に根ざした研究を行
える自由闊達な環境の整備に一層注力します。特に、創生医学、
口腔科学、希少疾患・難病、統合エネルギー科学、新・元素戦略、
ディジタル社会・デバイスシステムなど、これまでの先端的な研
究を引き継ぎ、さらなる発展を推進します。

両大学の尖った研究の推進

教養教育と専門教育を有機的に連携させ、基礎的な研究から社会
実装まで担うことのできる人材を養成します。そのため、学部か
ら専攻領域を超えて学びを深めることのできる医歯理工融合教育
プログラムの設置、学知を社会に還元するためのアントレプレ
ナーシップ教育、産学連携を加速させるためのエコシステムの開
発に取り組みます。

総合知にもとづき未来を切り拓く
高度専門人材の輩出

Science Tokyoの目指す姿
東京科学大学は、未来を切り拓くために 4 つのビジョンを掲げています。

世界で初めて触覚を検知できる
手術支援ロボット「Saroa」の臨床応用に成功

人間の活動が地球環境に及
ぼす影響を探索し、サステ
ナブルな世界へ。

地球環境科学

生成 AI の活用により難病
に対する創薬を超加速化
し、ウェルビーイングな未
来へ。

生成AI医歯学

Science Tokyo誕生
まだ見ぬ新学術領域の創生へ

20242024

世界の歯科治療の
スタンダードになった
電気的根管長測定器の

原型開発に成功

銀歯から白い歯へ。
さまざまな材質の

接着性レジンを開発し、
実用化を実現

科学の融合の先にあるものとは何か
予想もつかない未来を創り出せ

History & Vis ion

医科
歯科大

“テレビの父”により、
世界で初めて

ブラウン管式テレビの
発明に成功

高柳健次郎

自作の人工弁を用いて、
人類史上初めて

重症弁膜症の
患者の手術に成功

医科
歯科大

鈴木章夫

オートファジー（自食作用）

の仕組みを解明し、
ノーベル生理学・

医学賞を受賞

聴覚の中枢神経機構を究明し、
日本の神経生理学の

近代化に貢献

勝木保次

画期的創薬に
つながる、

「ヘテロ核酸医薬」の
開発

医科
歯科大

横田隆徳 

リバーフィールド株式会社

東工大

量子センサーによる疾患の
超早期発見を促進し、トー
タルヘルスケアを実現する
社会へ。

量子医歯科学

東工大

東工大

東工大東工大

医科
歯科大

日本で初めての
国立歯科医師養成機関

として、前身となる
東京高等歯科医学校創設

島峰徹
医科

歯科大

医科
歯科大 医科

歯科大

東工大

東工大

白川英樹 大隅良典

手島精一

松岡聡

細野秀雄
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ダイナミックな医工連携を実現させる3つの新たな組織 異なる専門分野が有機的に連携する「特別専門学修プログラム」

Science Tokyo では、「医歯学と理工学の融合により、社会へのさらなる貢献を目指す」という思いのもと、革新的な異分野融合研究プロジェクト
が進められています。ここでは、その多岐にわたる医工連携の研究事例を紹介していきます。

異分野融合の革新的なプロジェクトで 
医歯学×理工学の可能性を切り開く

Research Project

医工連携を促進する取り組み

▶️総合研究院
Science Tokyo の研究の核として、医歯理工
学を含めた異分野の叡智を総合し、革新的な
科学・技術を開拓することで、新たな研究
領域を創成します。カーボンニュートラル・
少子高齢化・新興感染症対策などの社会課
題に対し、 将来の産業基盤および医療基盤の
育成を意識した研究成果を創り出します。

▶医歯理工融合プログラム
理工学系所属学生が医歯学系の基礎知識や研究スキルを、医歯学系所
属学生が理工学系の基礎知識や研究スキルを学修することにより、複
数の専門分野を有機的に連携した高度な研究開発を実施できる課題探
求型の研究者、技術者、医療者の下地を創ることを目的とした学士
課程学生向けの特別専門学修プログラムです。

▶未来社会創成研究院
理学・工学・医学・歯学・人文社会科学の研
究者が共創する科学的集合知 ( コンバージェ
ンス・サイエンス ) により、社会的インパク
トを生み出す分離融合研究を展開。未来の課
題を発見し、解決していきます。また、イニ
シアチブによる研究領域を創出し、オルタナ
ティブな社会を提示して実現を目指します。

▶大学院特別専門学修プログラム
学院に置く複数のコース等又は研究科に置く複数の専攻が共同して教
育を実施し、学生が選択したコースや所属する専攻とは違う枠組みと
して横断的なカリキュラムの履修を可能とする、大学院課程学生を対
象としたプログラムです。分野横断的、かつ、機動的に編成された教
育拠点において、プロジェクト的に大学院課程の異なる専門分野を有
機的に連携した教育を実施し、先端的分野や社会の課題に対応できる
実務的人材を養成するため、複数のプログラムが開設されています。

▶新産業創成研究院
企業との組織的な連携による共同研究を実施
し、新産業創出につなげます。また、研究
の場を通して、未来の産業を担う博士人材の
育成も目指します。社会との協創でこれらを
推進していくためにイノベーションエコシス
テムを構築し、新たな産学連携モデルを構築・
実践。持続可能な社会の実現に貢献します。

情報理工学院で開発した、腕振りリズムアシストロボッ

ト「WALK-MATE ROBOT」を用いて、理工学系と医歯学

系が協力し、人工膝関節置換術を行った患者が座って行

える歩行トレーニングについて研究しています。脚では

なく腕をアシストする画期的なロボットで、これまでに

ない安全で効率的な歩行トレーニングの実現を目指して

います。

装着型アシストロボットを用いた
人工膝関節置換術患者の歩行トレーニング

1895年にドイツの物理学者レントゲンが X 線を発見。翌

年には世界各地で X 線治療が開始されました。患者の体

を傷つけることなく検査や治療が可能な放射線は、現代

医学に欠かせない技術になっています。このプロジェク

トでは「放射線医学×原子力工学＝次世代小線源治療」

と考え、新しい線源・治療計画・線量管理に関する医工

連携研究を進めています。

次世代小線源治療の研究

脊椎手術における手術位置の間違いの原因として、手術

前に X 線画像から正しい手術位置を確認する手順が確立

していないことが考えられます。この研究では、視線デー

タに基づく手術位置確認手順の評価手法を開発していま

す。「熟練医と非熟練医が X 線画像をどのように見てい

るか」を視線記録装置で記録したデータで可視化し、間

違いが生じる原因の解明を目指しています。

Eye- tracker を用いた脊椎脊髄手術における
手術高位誤認の原因解明

脳は薬が届きにくく、アルツハイマー病などは治療が困

難です。そこで、多くの薬を脳に運ぶ材料を工学的アプ

ローチにより開発。また COVID-19 ワクチンでも用いら

れた mRNA の医療応用に取り組み、難治疾患の治療に

動物レベルで成功しています。このようなスマート材料

と次世代医学を担う mRNA を融合して、有効な治療法

が未確立である中枢神経系疾患治療に挑んでいます。

脳内で持続的なタンパク質発現を
実現するナノマシンの開発

難
治
疾
患
研
究

材
料
工
学

オンライン会話の映像・音声データを活用しながら、う

つ病の症状評価および再発予防の研究を進めています。

慶應義塾大学医学部と連携して、表情や音声、会話内容

など多角的な情報を統合的に解析することにより、症状

評価の客観性を高めて、再発のリスクを早期に検出でき

る新たな診断支援技術の確立と、臨床応用の実現を目指

しています。

ウェブ面接場面の表情の動画解析により
うつ病の再発を予測する

軟
骨
再
生
学

情
報
工
学

整
形
外
科

人
間
工
学

原
子
力
工
学

放
射
線
医
学

精
神
行
動
医
科
学

情
報
工
学
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※2023年5月1日現在

（出典）大学改革支援・学位授与機構「大学基本情報（2023）」

大学院学生数

（国立大全国4位）

人7,116
教員数

（国立大全国8位）

人1,887

数字で見るScience Tokyo

学部学生数

（国立大全国29位）

人6,242
医科歯科大 1,466人

東工大 4,776人

医科歯科大 1,462人

東工大 5,654人

医科歯科大 862人

東工大 1,025人

医科歯科大 2,254人

東工大 1,486人

職員数

（国立大全国4位）

人3,740
医科歯科大 348人

東工大 1,797人

留学生数

（国立大全国6位）

人2,145
（2023 年 5 月 1 日）

医科歯科大 14人

東工大 67人

外国人教員数

（国立大全国10位）

人81
（2023 年 5 月 1 日）

医科歯科大 532本

東工大 1,262本

（2023 年 7 月 31 日）

国際共著論文

（国立大全国5位）

本1,794
（2023 年 5 月 1 日）

国際連携大学数

協定340
医科歯科大

大学間：13協定 部局間：104協定

東工大

大学間：109協定 部局間：114協定

統合により、大学院生数、
職員数も国立大学全国 4 位
になりました。職員には、
病院で働く医療系職員も含
まれます。

外国人教員数、国際共著論
文や国際連携の大学数の増
加による強みを生かし、さ
らなる国際化を目指してい
きます。留学プログラムに
ついては、両大学が実施す
る派遣留学プログラムの合
同利用を検討しています。

統合後、学生数・教職員数はどう変化しますか？QQ どのように国際化の推進に取り組んでいますか？QQ

四大学連合複合領域コースに
変更はありますか？

四大学連合（東京医科歯科大学、東京外国語
大学、東京工業大学、一橋大学）は、統合
を機に、三大学連合の枠組みとなりました。
複合領域コースは、現制度の枠組み、修了要
件などを実質的には変更せずに運用します。
ご自身の専門分野の知識・技術を身に付ける
と同時に、三大学連合の協定大学や新大学の
学院・学部にて、新たな専門分野を学ぶこと
ができます。

Q6Q6
所属している学院・学部を

超えて、専門分野を学ぶことは
できますか？

それぞれに開講する授業科目を相互に履修す
ることができる仕組みを構築します。その一
環として、2025 年 4 月に自身の専門分野と
は異なる理工学系分野または医歯学系分野を
体系的に学ぶことができる「医歯理工融合教
育プログラム」を設置しています。

Q4Q4
期待される

医工連携には、どのように
取り組む予定ですか？

湯島キャンパスに隣接する大学病院を「リ
サーチホスピタル」として位置づけ、隣地に
医工連携の要として「医療工学研究所」を新
設します。双方が密接に連携できる体制を整
備し、「明日の医療」を支える新しい医療技
術の研究・開発を促進します。

Q5Q5

（出典）大学改革支援・学位授与機構「大学基本情報（2023）」、　InCites Dataset + ESCI Schema: Web of Science Domestic/International Collaboration: All Time Period: [2022, 2022］、東京工業
大学データブック2023 -2024

入学後、学院・学部間で
どのような交流の機会が

ありますか？
2025 年 4 月以降に入学する学士課程新入生
を対象に、全員が大岡山キャンパスにて集
い、学ぶ「大岡山 Day」を設定しています。
全新入生共通の必修科目「立志プロジェク
ト」等をともに学ぶことにより、学院・学部
の垣根を超えた相互交流を図ることを目的と
しています。

Q2Q2
すでに医歯学系・理工学系の

交流は始まって
いるのでしょうか？

学生支援センターを中心に、2024 年度から
学生同士の相談活動（ピアサポート活動）な
ど、教育的な課外活動やイベントの共同実施
を始めています。また、異分野融合研究を推
進するため、共同の交流イベント「研究マッ
チングフォーラム」の開催、異分野横断の研
究課題に対して研究費の支援を行う「マッチ
ングファンド」の設立・運営を行っています。

Q3Q3
キャンパスや学院・学部等の

編成に変更はありますか？
2025 年 4 月入学時には、東京工業大学に設
置する学院または東京医科歯科大学に設置す
る学部・大学院研究科の名称、キャンパス、
教育組織（学位・教育課程）については変更
ありません。これらの変更については、検討
しています。 

Q1Q1

東京科学大学
（Institute of Science Tokyo）という

名称に決定した理由は何ですか？
国際都市「東京」に本拠地を置く大学であることを示しつ
つ、伝統ある両大学の専門分野、自由な発想や対話から生
み出される未知の領域はもとより人文科学・社会科学的視
点をも含めた「科学」の発展を担い、社会とともに活力あ
る未来を切り拓いていくという、強い意志を名称に表現し
たいと考えました。そして、大学の略称は、世界に開かれ
た大学として「Science Tokyo」としました。

Q 1Q 1
ロゴマークは何を表現していますか？

上下の 2 本のアーチは、 Science Tokyo の存在意義である「科学の進歩」と「⼈々
の幸せ」の探求、そして歴史ある 2 つの⼤学の歩みを表し、中央のアーチは、
その 2 つをしっかりと結びつけています。右上に向けてダイナミックに展開し
ていく全体の形には、知と技術を融合する探究⼼や社会を巻き込み共創する姿
勢を表現しています。また、新大学がグローバルに進展するよう、国内外共通
で英語大学名称の Institute of Science Tokyo をロゴタイプとしています。

Q 2Q 2

Science Tokyo QQ& AA 統合により、
受験生の皆さんからよくいただく
質問にお答えします。

Topics

教育や入試は、どう変わる？

教育・研究について
Education

サークル活動は
統合されますか？

すでに両学系の学生交流が進め
られています。サークルの統合
については、所属する連盟や、
出場する大会等の方針等を考慮
して、各サークルが在り方を検
討しています。なお、両学系の
学生が、各キャンパスの課外活
動施設を利用することができる
よう、予約方法等 を検討中です。

Q 1Q 1
入学試験の方法に

変更はありますか？
当面は、旧大学と同等の入学者
選抜試験を実施します。入学者
選抜試験の方法等を変更する場
合は速やかに周知します。特に
学士課程の入学者選抜試験にお
いて、入学志願者の準備に大き
な影響を及ぼす変更がある場合
は 2 年程度前に周知します。

Q 1Q 1
学園祭はどのように

実施されますか？
当面は、旧大学それぞれの学園
祭の名称、実施時期、実施キャ
ンパスを維持したうえで開催す
る予定です。ただし、模擬店な
どの相互出店は限定的ですが実
施することを検討しています。
なお、将来的な学園祭の在り方
については、継続して検討する
予定です。

Q 2Q 2
収容定員の

変更はありますか？
2025 年 4 月入学時には、収容
定員の変更はありません。将来
的な変更については、検討しま
す。

Q 2Q 2

大学生活について
Campus Life

受験・入学試験について
Entrance Exam

Others 番外編
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